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① 工業生産は 2 ヵ月連続の大幅改善 

 

10 日（火）、中国国家統計局が発表した 8月の

工業生産（実質付加価値ベース、規模以上）は

前年同月比 10.4％増と 7 月の同 9.7％増を 0.7

ポイント上回った。これで、4-6 月期の前年同期

比 9.1％増（当研究所の独自推計値）を 2ヵ月連

続で大幅に上回っており、来月 18 日（金）に発

表される 7-9 月期の実質ＧＤＰ成長率は、前四

半期の前年同期比 7.5％増を大幅に上回る可能

性がでてきた（図表-1）。また、8 月は前月比で

も 0.93％増と 7 月の 0.91％増を上回っている。 

 

○ 中国では、9 月 8～10 日に貿易統計、消費者物価、工業生産、小売売上高、固定資産投資など 8

月の主要経済指標が発表された（下表）。 

○ 工業生産は前年同月比 10.4％増と前月より 0.7 ポイント伸びを高め、来月発表される 7-9 月期

の実質ＧＤＰ成長率は、前四半期の前年同期比 7.5％増を大幅に上回る可能性がでてきた。ま

た、需要面から見ても輸出・消費・投資が揃って前月の伸びを上回る好調な結果だった。 

○ 消費者物価は前年同月比 2.6％上昇と、前回発表の 7 月より上昇率が 0.1 ポイント低下した。

発表日 経済指標 今回発表 前回発表

　 　 対象期 　 対象期

9月8日 貿易収支 (百万ドル） 28,519 2013年8月 17,818 2013年7月

　 輸出総額 （前年同期比） 7.2% 2013年8月 5.1% 2013年7月

　 輸入総額 （前年同期比） 7.0% 2013年8月 10.9% 2013年7月

9月9日 消費者物価指数 （前年同期比） 2.6% 2013年8月 2.7% 2013年7月

9月10日 工業生産（規模以上、実質付加価値ﾍﾞｰｽ （前年同期比） 10.4% 2013年8月 9.7% 2013年7月

9月10日 小売売上高 （前年同期比） 13.4% 2013年8月 13.2% 2013年7月

9月10日 固定資産投資（除く農家の投資） （前年同期比） 20.3% 2013年1-8月期 20.1% 2013年1-7月期

   

(図表-1) 

工業生産の伸びとＧＤＰ成長率
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（資料）ＣＥＩＣのデータを元にニッセイ基礎研究所で作成

（注）工業生産は1・2月ともに2月末時点累計（前年同期比）を表示  
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② 輸出・消費・投資の 3 本柱が揃って改善 

 

需要動向を示す輸出・消費・投資の 3 つの代表

指標も揃って前月の伸びを上回った。 

8 日（日）に中国税関総署が発表した 8月の輸出

金額は前年同月比 7.2％増と 7 月の同 5.1％増を

2.1 ポイント上回った。輸出先別に見ると、不振だ

った米国・ＥＵ向けが前月に続き 2 ヵ月連続で増

加した。“輸出水増し”が指摘される香港向けは落

ち着き、概ね全体の伸び程度に留まった（図表-2）。

なお、輸入を見ると鉄鉱石が前年同月比 10.6％増、

原油が同 16.5％増と高い伸びを示した。 

10 日に中国国家統計局が発表した 8 月の小売売

上高は前年同月比13.4％増と7月の同13.2％増を

上回った（図表-3）。但し、前月比では 1.17％増と

7 月の 1.24％増を若干下回っており、回復基調は

続いているものの極めて緩やかといえるだろう。 

10 日に中国国家統計局が発表した 1-8 月期の固

定資産投資（除く農家の投資）は前年同期比 20.3％

増と 1-7 月期の同 20.1％増を上回った（図表-4）。

前月比でも8月は1.61％増と7月の 1.57％増を上

回った。また、投資の先行指標となる新規着工プ

ロジェクト計画総投資が 1-7 月期よりも 1.2 ポイ

ントの大幅改善となったことから、投資には底打

ちの兆しが見えてきたといえるだろう。 

 

③ 消費者物価上昇率は 0.1 ポイント低下 

 

また、9 日（月）に中国国家統計局が発表した 8

月の消費者物価は前年同月比 2.6％上昇と 7 月の

同 2.7％上昇を 0.1 ポイント下回った。都市部が同

2.5％上昇、農村部が同 2.9％上昇で、農村部の上

昇率の方が高かった。品目別に見ると、食品価格

の上昇率が前月より 0.3 ポイント低下するなど消

費品（モノ）の価格は落ち着いてきたが、サービ

ス価格は前月と同じ上昇率に留まった（図表-5）。 

 

(図表-2) 
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（資料）ＣＥＩＣ（中国税関総署）を元にニッセイ基礎研究所が作成

 

(図表-3) 

小売売上高の推移
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（注）例年1・2月は春節の影響でぶれるため、1・2月は共に2月時点累計（前年同期比）を表示  

(図表-4)  

固定資産投資（除く農家の投資）の推移
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（注）単月（前年同月比）はニッセイ基礎研究所の独自推計  

(図表-5)  

消費者物価（分類別、前年同月比） （単位：％）

消費者物価

食品 衣類 医療保健 交通通信 居住

うち
生鮮野菜

うち
豚肉

2013年1月 2.0 2.9 2.6 ▲ 5.0 2.5 1.5 1.8 ▲ 0.3 0.5 2.9 2.0 2.2

2013年2月 3.2 6.0 10.0 ▲ 1.0 2.1 1.6 1.8 0.2 2.0 2.8 3.3 3.1

2013年3月 2.1 2.7 ▲ 10.3 ▲ 5.5 2.3 1.6 1.7 ▲ 0.3 1.7 2.9 1.7 3.1

2013年4月 2.4 4.0 5.9 ▲ 6.5 2.5 1.6 1.5 ▲ 1.1 1.5 2.9 2.2 2.9

2013年5月 2.1 3.2 ▲ 1.9 ▲ 4.9 2.5 1.6 1.5 ▲ 1.2 1.3 3.0 1.8 2.8

2013年6月 2.7 4.9 9.7 1.1 2.3 1.5 1.4 ▲ 0.7 1.4 3.1 2.6 2.7

2013年7月 2.7 5.0 11.8 3.0 2.2 1.4 1.2 ▲ 0.1 1.3 2.8 2.7 2.7

2013年8月 2.6 4.7 5.2 6.0 2.2 1.4 1.2 0.0 1.2 2.6 2.5 2.7

（資料）CEIC

サービス

品目別

娯楽教育
文化用品
サービス

家庭用品
サービス

消費品
（モノ）
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